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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成22年4月2日(2010.4.2)

【公開番号】特開2008-203742(P2008-203742A)
【公開日】平成20年9月4日(2008.9.4)
【年通号数】公開・登録公報2008-035
【出願番号】特願2007-42324(P2007-42324)
【国際特許分類】
   Ｇ１０Ｌ  19/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  13/14     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/08     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  20/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１０Ｌ  19/00    ３１３Ｚ
   Ｇ０６Ｆ  13/14    ３３０Ｄ
   Ｇ０６Ｆ   3/08    　　　Ｃ
   Ｇ１１Ｂ  20/10    　　　Ｄ
   Ｇ１１Ｂ  20/10    ３２１Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成22年2月12日(2010.2.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　接続式の記録媒体が接続される接続手段と、
　前記記録媒体へのアクセス指示の入力操作を受け付ける操作手段と、
　前記操作手段により前記アクセス指示が入力されると、前記接続手段にアクセス対象の
記録媒体が接続されているか否かを判別し、前記アクセス対象の記録媒体が接続されてい
ないと判別された場合において、前記接続手段に前記アクセス対象の記録媒体が接続され
たことが検出されると、当該アクセス指示に対応する処理を実行する制御手段と、を備え
ることを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　データの再生を行う再生手段を備え、
　前記操作手段は、再生対象の記録媒体に記録されたデータの再生指示の入力操作を受け
付け、
　前記制御手段は、前記操作手段により前記再生指示が入力されると、前記接続手段に再
生対象の記録媒体が接続されているか否かを判別し、前記再生対象の記録媒体が接続され
ていないと判別された場合において、前記接続手段に前記再生対象の記録媒体が接続され
たことが検出されると、当該記録媒体に記録されたデータを前記再生手段に再生させるこ
とを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　情報を表示する第１の表示手段を備え、
　前記制御手段は、前記操作手段により前記再生指示が入力されて且つ前記接続手段に再
生対象の記録媒体が接続されていない場合に、当該記録媒体のデータの再生要求がある旨
を前記第１の表示手段に表示させることを特徴とする請求項２に記載の情報処理装置。
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【請求項４】
　前記接続式の記録媒体にデータの記録を行う記録手段を備え、
　前記操作手段は、記録先の記録媒体へのデータの記録指示の入力操作を受け付け、
　前記制御手段は、前記操作手段により前記記録指示が入力されると、前記接続手段に記
録先の記録媒体が接続されているか否かを判別し、前記記録先の記録媒体が接続されてい
ないと判別された場合において、前記接続手段に前記記録先の記録媒体が接続されたこと
が検出されると、前記記録手段に記録対象のデータを当該記録媒体に記録させることを特
徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　情報を表示する第２の表示手段を備え、
　前記制御手段は、前記操作手段により前記記録指示が入力されて且つ前記接続手段に記
録先の記録媒体が接続されていない場合に、当該記録媒体へのデータの記録要求がある旨
を前記第２の表示手段に表示させることを特徴とする請求項４に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　接続式の記録媒体へのアクセス指示の入力操作を受け付ける工程と、
　前記アクセス指示が入力されると、接続式の記録媒体が接続される接続手段にアクセス
対象の記録媒体が接続されているか否かを判別し、前記アクセス対象の記録媒体が接続さ
れていないと判別された場合において、前記接続手段に前記アクセス対象の記録媒体が接
続されたことが検出されると、当該アクセス指示に対応する処理を実行する工程と、を含
むことを特徴とする情報処理方法。
【請求項７】
　コンピュータを、
　前記記録媒体へのアクセス指示の入力操作を受け付ける操作手段、
　前記操作手段により前記アクセス指示が入力されると、接続式の記録媒体が接続される
接続手段にアクセス対象の記録媒体が接続されているか否かを判別し、前記アクセス対象
の記録媒体が接続されていないと判別された場合において、前記接続手段に前記アクセス
対象の記録媒体が接続されたことが検出されると、当該アクセス指示に対応する処理を実
行する制御手段、
　として機能させるための情報処理プログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の発明の情報処理装置は、
　接続式の記録媒体が接続される接続手段と、
　前記記録媒体へのアクセス指示の入力操作を受け付ける操作手段と、
　前記操作手段により前記アクセス指示が入力されると、前記接続手段にアクセス対象の
記録媒体が接続されているか否かを判別し、前記アクセス対象の記録媒体が接続されてい
ないと判別された場合において、前記接続手段に前記アクセス対象の記録媒体が接続され
たことが検出されると、当該アクセス指示に対応する処理を実行する制御手段と、を備え
ることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の情報処理装置において、
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　データの再生を行う再生手段を備え、
　前記操作手段は、再生対象の記録媒体に記録されたデータの再生指示の入力操作を受け
付け、
　前記制御手段は、前記操作手段により前記再生指示が入力されると、前記接続手段に再
生対象の記録媒体が接続されているか否かを判別し、前記再生対象の記録媒体が接続され
ていないと判別された場合において、前記接続手段に前記再生対象の記録媒体が接続され
たことが検出されると、当該記録媒体に記録されたデータを前記再生手段に再生させるこ
とを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　請求項３に記載の発明は、請求項２に記載の情報処理装置において、
　情報を表示する第１の表示手段を備え、
　前記制御手段は、前記操作手段により前記再生指示が入力されて且つ前記接続手段に再
生対象の記録媒体が接続されていない場合に、当該記録媒体のデータの再生要求がある旨
を前記第１の表示手段に表示させることを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　請求項４に記載の発明は、請求項１から３のいずれか一項に記載の情報処理装置におい
て、
　前記接続式の記録媒体にデータの記録を行う記録手段を備え、
　前記操作手段は、記録先の記録媒体へのデータの記録指示の入力操作を受け付け、
　前記制御手段は、前記操作手段により前記記録指示が入力されると、前記接続手段に記
録先の記録媒体が接続されているか否かを判別し、前記記録先の記録媒体が接続されてい
ないと判別された場合において、前記接続手段に前記記録先の記録媒体が接続されたこと
が検出されると、前記記録手段に記録対象のデータを当該記録媒体に記録させることを特
徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　請求項５に記載の発明は、請求項４に記載の情報処理装置において、
　情報を表示する第２の表示手段を備え、
　前記制御手段は、前記操作手段により前記記録指示が入力されて且つ前記接続手段に記
録先の記録媒体が接続されていない場合に、当該記録媒体へのデータの記録要求がある旨
を前記第２の表示手段に表示させることを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１８】
　請求項６に記載の発明の情報処理方法は、
　接続式の記録媒体へのアクセス指示の入力操作を受け付ける工程と、
　前記アクセス指示が入力されると、接続式の記録媒体が接続される接続手段にアクセス
対象の記録媒体が接続されているか否かを判別し、前記アクセス対象の記録媒体が接続さ
れていないと判別された場合において、前記接続手段に前記アクセス対象の記録媒体が接
続されたことが検出されると、当該アクセス指示に対応する処理を実行する工程と、を含
むことを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　請求項７に記載の発明の情報処理プログラムは、
　コンピュータを、
　前記記録媒体へのアクセス指示の入力操作を受け付ける操作手段、
　前記操作手段により前記アクセス指示が入力されると、接続式の記録媒体が接続される
接続手段にアクセス対象の記録媒体が接続されているか否かを判別し、前記アクセス対象
の記録媒体が接続されていないと判別された場合において、前記接続手段に前記アクセス
対象の記録媒体が接続されたことが検出されると、当該アクセス指示に対応する処理を実
行する制御手段、
　として機能させる。
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